
 

 

魚種（海域）：クロガシラガレイ（石狩湾以北日本海～オホーツク海海域） 

担当水試：網走水産試験場 

 

要約表                                                                  

評価年の基準 

（2010 年度） 
資源評価方法 

2010 年度の 

資源状態 

2010～2011 年度 

の資源動向 

2010年6月1日 

～2011年5月31日 
漁獲量 中水準 減少 

＊生態については，別紙資料「生態表」を参照のこと。 

 

１． 漁業 

(1) 漁業の概要 

 当海域のクロガシラガレイは、日本海とオホーツク海の間で分布する個体に年齢や成熟

度合に違いがある。また，本種を漁獲対象とする漁業にも，日本海とオホーツク海の間で

漁期・漁法に違いがみられる。海域ごとの漁獲物および漁業の特徴を下記に示す。 

・オホーツク海（猿払地区～ウトロ地区） 

 クロガシラガレイは主にかれい刺し網と底建網によって漁獲される。主な漁期は 5～12

月であり，10～11 月に漁獲のピークがみられる。オホーツク海に分布するクロガシラガレ

イは日本海でふ化した仔魚がオホーツク海へ輸送され，そこで着底したものである。これ

らのほとんどは成熟すると日本海へ産卵回遊するため，オホーツク海の漁獲物は未成熟魚

主体である。漁獲物の中心は 3歳魚で，ついで 4歳魚が多く漁獲される。また，年度によ

っては 2歳魚が多く漁獲されることもある。 

・日本海北部（宗谷地区以西の宗谷管内の各地区） 

 主にかれい刺し網で漁獲される。主な漁期は 5～12 月であり，10～11 月に漁獲のピーク

がみられ，春季は産卵群の成熟魚を，秋季はオホーツク海からの産卵回遊魚を主に漁獲し

ている。また，日本海北部では沖合底びき網によっても若干漁獲されている。漁獲の中心

は 4歳魚で，次いで 5歳魚，3歳魚が多く漁獲されている。 

・留萌（天塩地区～増毛地区） 

 かれい刺し網による漁獲がほとんどであるが，その他の刺し網漁業によっても若干漁獲

されている。主な漁期は 3～5月と 11～12 月であり，春季は産卵群の成熟魚を，秋季は成

熟魚および未成熟魚を漁獲している。漁獲の中心は 4 歳魚で，次いで 5 歳魚，3 歳魚が多

く漁獲されている。 

・石狩湾（浜益地区～積丹地区） 

 かれい刺し網による漁獲がほとんどであるが，その他の刺し網漁業によっても若干漁獲

されている。主な漁期は 12 月～翌年 4月であり，成熟魚および未成熟魚を漁獲している。

漁獲の中心は 4歳魚で，次いで 5歳魚，3歳魚が多く漁獲されている。 
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(2) 現在取り組まれている資源管理方策 

平成 17～19 年度で実施した「水産資源管理総合対策事業」において，オホーツク海～日

本海の連携した資源管理計画を策定し，北海道水産資源管理マニュアルの別冊『日本海～

オホーツク海海域，マガレイ・ソウハチ・クロガシラガレイ資源の維持・増大に向けて』

1)を発行し，漁業者へ現在の資源状態と管理の考え方を広報した。 

 

２．評価方法とデータ 

・漁獲量 

 各年度の集計期間は 6月 1日から翌年 5月 31 日までとした。漁獲量は 1985～2010 年に

ついては漁業生産高報告を用いた。2011 年 1 月～5月の漁獲量については水試集計速報値

を使用した。集計は，1.（1）に示した区域ごとに行った。 

 オホーツク海には石狩湾以北日本海～オホーツク海系のクロガシラガレイ以外にも，サ

ロマ湖や能取湖で産卵を行う湖沼系群が存在する。湖沼系群のクロガシラガレイは一部外

海にも分布するため，常呂～湧別地区の外海で漁獲された漁獲物には石狩湾以北日本海～

オホーツク海系群と湖沼系群が混在していることになる。このため，石狩湾以北日本海～

オホーツク海系群の漁獲量の集計からは湧別～常呂地区の漁獲量を除いた。 

・努力量 

努力量に関するデータとして、オホーツク海側で最も漁獲量が多い紋別地区の主要漁業

である「かれい刺し網」および「底建網」、また日本海側の稚内地区、北るもい地区におけ

る主要漁業である「かれい刺し網」の有漁のべ隻数を集計した。 

・漁獲物の年齢別漁獲尾数 

 すべての個体の誕生日を産卵期のピークを越えた 6月 1日と定義し，北水試魚介類測定・

海洋観測マニュアル 2）に従って耳石を用いて年齢査定を行った。 

 オホーツク海では，6～9月の年齢別漁獲尾数は 6月のかれい刺し網漁獲物から採取した

標本の年齢組成を，10～12 月の年齢別漁獲尾数は 11 月のかれい刺し網・底建網漁獲物か

ら採取した標本の年齢組成を，翌年 1～5月の年齢別漁獲尾数は次年度 6月のかれい刺し網

漁獲物から採取した標本の年齢組成を基に推定した。 

 日本海北部では，6～12 月の年齢別漁獲尾数は 11 月のかれい刺し網漁獲物から採取した

標本の年齢組成を，翌年 1～5月の年齢別漁獲尾数は次年度 6月のかれい刺し網漁獲物から

採取した標本の年齢組成を基に推定した。 

 留萌における年齢別漁獲尾数は 4 月のかれい刺し網漁獲物から採取した標本の年齢組成

を基に推定した。 

 石狩における年齢別漁獲尾数は，2003 年度まで留萌地区で 4～5 月に採取された標本の

年齢組成を基に，2004 年度以降は余市で 2月にかれい刺し網によって漁獲された漁獲物か

ら採取した標本の年齢組成を基に推定した。 
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３．資源評価 

(1) 漁獲量および努力量の推移 

 石狩湾以北日本海～オホーツク海の漁獲量は 1985～1989年度には 5～6百トン台

の低い水準で推移していたが，1990 年度には漁獲量は急増して 1,000 トンを超え，

その後は 948 トン（1993 年度）～1,457 トン（1998 年度）の間で推移している（表

1，図 1）。最近では 2007 年度に 1,205 トンを漁獲した後、3 年連続で漁獲量は減少

し 2010 年度の漁獲量は 992 トンで 1993 年度以来 1000 トンを下回った。 

努力量の指標とした主要漁業の有漁のべ隻数は、各地区ともに横ばいもしくは減少傾向

にあった。 

 

(2) 現在(評価年)までの資源状態 

当資源の資源状態を長期にわたって判断する指標は現在漁獲量しかないため、漁獲量を

指標とすると，1990 年度以降では漁獲量は 948～1,457 トンの間で推移しており、海域全

体でみると年々変動はあるものの資源状態は安定している。 

 

(3) 資源水準：中水準 

1990～2009 年度の 20 年間の漁獲量の平均値を 100 として各年度を標準化して，

100 ± 40 の範囲を中水準とし，その上下を高水準，低水準として資源水準を判断した。

その結果，2010 年度の資源水準は 85 となり中水準と判断された（図 3）。 

 

(4) 今後の資源動向：減少 

 すべての地区の年齢別漁獲尾数が揃う 1999 年度以降でみると，当海域では 5歳魚以下の

漁獲尾数が全漁獲尾数の 89～96％を占めていた（図 4）。オホーツク海で漁獲された 3歳魚

の漁獲尾数と、同じ年級群が石狩～日本海北部で 4～5歳時に漁獲された累積漁獲尾数との

間には有意な正の相関がみられた（図 5）。日本海～オホーツク海のクロガシラガレイは漁

獲量の約半分が石狩～日本海北部で漁獲されており（図 1）、石狩～日本海北部の漁獲物は

4～5歳魚が中心である（図 6）。2011 年度に 4～5歳魚となるのは 2007 および 2006 年級群

であるが、これらの年級群のオホーツク海における 3歳時漁獲尾数は 2010 年度の 4～5歳

魚よりも少ない（図 7）。このことから、2011 年度の石狩～日本海北部における漁獲量は減

少する可能性が高い。現在のところ、2 および 3 歳魚の資源動向を予測する方法はなく、

このため 4歳魚とともに 3歳魚も漁獲の中心となるオホーツク海における資源動向は不明

であるが、漁獲量の約半分を占める石狩～日本海北部において資源動向は減少すると予測

されたため、全体の資源動向は前年度と比較して減少と判断した。 
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図7 オホーツク海で漁獲された年級群ごとの3歳時漁獲尾数
斜線の棒は2011年にそれぞれ4・5歳魚となる年級群を示す
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生態表 魚種名：クロガシラガレイ 海域名：石狩湾以北日本海～オホーツク海海域

     

 

図 クロガシラガレイ（石狩湾以北日本海～オホーツク海海域）の分布図 

 

１．分布・回遊 

知床半島北西側のオホーツク海沿岸から石狩湾以北の日本海が分布域である。オホーツク海沿岸

に分布する本系群は，未成熟魚であり，成熟の進行に伴って日本海に回遊し，日本海沿岸で産卵す

る。卵は付着沈性卵で，仔魚期にオホーツク海に移送される。 

 

２．年齢・成長（加齢の基準日：６月１日） 

                     (６～10月時点) 

満年齢 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 6 歳 

全長(cm) 
オス 13 21 25 27 29 30

メス 12 20 26 30 32 34

体重(g)  
オス 58 151 242 315 367 402

メス 39 137 267 403 527 634

（1995年～2007年の漁獲物測定資料より） 

 

３．成熟年齢・成熟体長 

・オス：２歳から成熟する個体がみられ，３歳以上で半分以上の個体が成熟する。 

・メス：２歳から成熟する個体がみられ，４歳以上で半分以上の個体が成熟する。 

（1995年～2007年の漁獲物測定資料より） 

 

４．産卵期・産卵場 

・産卵期：４～５月である。 

・産卵場：石狩湾，苫前沖から利尻・礼文島周辺海域の日本海沿岸が主産卵場と考えられている。 

 

５．その他 

 なし 

 

６．文献 

 なし 
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